
二
二
五

（
一
）
万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』
掲
載
の
経
緯

　

今
回
紹
介
す
る
『
無
縁
双
紙
』
は
、
江
戸
初
期
に
刊
行
さ
れ
た
葬
儀

作
法
等
に
関
す
る
書
で
あ
る
。『
無
縁
双
紙
』
の
名
を
持
つ
禅
宗
の
書

に
は
、「
回
向
」「
疏
牓
」「
偈
」「
塔
婆
銘
」
等
が
記
さ
れ
る
万
治
二
年

（
一
六
五
九
）
刊
『
無
縁
双
紙
』（
以
下
、
万
治
本
）
と
、
叢
林
行
事
に
関
す

る
内
容
を
中
心
に
内
容
を
追
加
し
た
、
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
刊
『
増

補
分
類
無
縁
双
紙
』（
以
下
、
寛
文
本
）
が
あ
る
。
本
稿
で
は
そ
の
う
ち
の

万
治
本
を
影
印
掲
載
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
」（
以
下
、「
仏
事
研
」）
が
『
無
縁
双
紙
』
を

取
り
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
の
概
略
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

詳
細
に
つ
い
て
は
『
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
報
（
二
〇
二
二
―
二
〇

二
三
）』（
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
二
三
年
）
二
六
頁
を
参
照
さ
れ

た
い
。

　

宗
門
寺
院
に
お
い
て
日
々
営
ん
で
い
る
葬
儀
や
追
善
供
養
な
ど
の
仏

事
は
、
檀
信
徒
教
化
の
た
め
に
、
ま
た
は
寺
院
護
持
の
た
め
に
欠
か
す

こ
と
が
で
き
な
い
大
切
な
行
持
で
あ
る
。
現
在
、
こ
れ
ら
の
行
持
は

『
曹
洞
宗
行
持
軌
範
』
に
基
づ
き
、
各
寺
院
の
山
風
や
地
域
性
を
加
味

し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
都
市
部
を
中
心

に
新
た
な
形
態
が
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、「
仏
事

研
」
に
お
い
て
二
〇
二
一
年
度
か
ら
情
報
収
集
と
と
も
に
今
後
の
葬
祭

の
あ
り
方
を
視
野
に
入
れ
研
究
を
重
ね
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
、
近
世
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
浄
土
宗
の
袋
中
良
定

（
一
五
五
二
～
一
六
三
九
）
撰
『
無
縁
慈
悲
集
』（
万
治
三
年
刊
）
等
の
、「
無

縁
」
の
名
を
冠
す
る
葬
儀
に
関
す
る
内
容
が
記
さ
れ
る
版
本
が
い
く
つ

か
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
れ
ら
の
中
で
、
万
治
本
・
寛
文
本

に
は
禅
宗
に
関
す
る
記
述
が
多
く
見
受
け
ら
れ
た
。
特
に
寛
文
本
に
つ

い
て
は
、
近
代
・
明
治
時
代
の
印
本
が
存
在
す
る
。
よ
っ
て
、
詳
細
は

今
後
さ
ら
に
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
二
百
年
以
上
に
亘
っ
て

広
く
読
ま
れ
た
形
跡
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
さ
に
近
世
の
葬
儀
作
法
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
検
討

す
る
こ
と
に
よ
り
、『
行
持
軌
範
』
成
立
以
前
の
姿
を
知
る
こ
と
が
で
き

宗
学
研
究
紀
要　

第
三
十
七
号　

二
〇
二
四
年
三
月

《
資
料
紹
介
》
万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』仏

事
に
関
す
る
研
究
会



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
二
六

る
と
捉
え
、「
仏
事
研
」
で
は
ま
ず
万
治
本
の
内
容
検
討
に
取
り
組
む
こ

と
に
し
た
次
第
で
あ
る
。
た
だ
し
、
検
討
に
あ
た
っ
て
は
人
権
問
題
に

十
分
に
配
慮
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
現
在
「
仏
事
研
」
に
お
い
て
万
治
本
巻
六

「
葬
礼
部
」
の
訓
注
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
そ
の
資
料
的
価
値

を
踏
ま
え
、
今
回
、
万
治
本
の
全
文
を
影
印
に
て
掲
載
す
る
も
の
で
あ

る
。
な
お
、
万
治
本
の
活
用
に
あ
た
っ
て
は
、
後
述
の
留
意
点
を
踏
ま

え
参
究
さ
れ
た
い
。

〔
研
究
会
参
加
者
〕   

永
井
政
之
客
員
研
究
員
、
佐
藤
俊
晃
委
託
研
究
員
、
古
山
健
一
常
任
研

究
員
、
小
早
川
浩
大
常
任
研
究
員
、
澤
城
邦
生
常
任
研
究
員
、
秋
津
秀

彰
常
任
研
究
員
、
永
井
賢
隆
研
究
員
、
山
内
弾
正
研
究
員
、
秦
慧
洲
研

究
員
。 

（
二
）
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
所
蔵
、
万
治
二
年
刊『
無
縁
双
紙
』の
書
誌
情
報

所
蔵
者
：
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

旧
蔵
者
：
明
音
寺

数
量
：
二
冊

装
丁
：
袋
綴

法
量
：
縦
26
・
4
㎝
×
横
17
・
１
㎝

外
題
・
題
簽
：「
無
縁
双
紙　

下
」（
下
冊
原
題
簽
）

内�

題
：「
無
縁
双
紙
目
録
」（
上
冊
目
録
一
丁
表
）、「
無
縁
双
紙
巻
之
一
」

（
上
冊
本
文
一
丁
表
）、「
無
縁
双
紙
」（
版
心
）

版
式
：
四
周
双
辺
・
無
界
・
上
下
大
黒
口

丁�

数
：
上
冊
…
目
録
二
丁
、
本
文
二
三
丁
、
下
冊
…
目
録
一
丁
、
本
文

二
一
丁
、
文
字
数
・
行
数
：
毎
半
葉
一
〇
行
、
二
一
文
字

原
著
者
・
開
版
者
：
不
明

版
元
：
吉
文
字
屋
市
良
兵
衛
（
吉
文
字
屋
庄
右
衛
門
、
野
田
庄
右
衛
門
）

開
版
年
：
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
孟
春
（
一
月
）

印�

刷
時
期
：
延
宝
年
間
（
一
六
七
三
～
一
六
八
一
）
か
ら
貞
享
年
間
（
一
六

八
四
～
一
六
八
八
）
頃

　

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
所
蔵
本
（
以
下
、
総
研
本
）
の
特
徴
的
な

書
誌
に
つ
い
て
、
駒
澤
大
学
図
書
館
所
蔵
本
（
請
求
記
号
：
永
久
一
二
二

九
、
以
下
、
駒
大
本
）
と
の
比
較
を
通
じ
て
補
足
し
た
い
。
旧
蔵
者
の
明

音
寺
に
つ
い
て
は
、
各
宗
派
の
現
存
寺
院
は
六
箇
寺
で
あ
る
。
曹
洞
宗

寺
院
に
限
れ
ば
、
現
存
二
箇
寺
（
長
野
県
上
伊
那
郡
箕
輪
町
、
静
岡
県
袋
井

市
）
に
加
え
て
、
廃
寺
が
一
箇
寺
（
愛
知
県
田
原
市
）
あ
る
（
鏡
島
宗
純
編

『
延
享
度
曹
洞
宗
寺
院
本
末
牒
』、
名
著
普
及
会
、
一
九
八
〇
年
、
索
引
一
五
三
頁
）。

し
か
し
、
そ
の
他
の
墨
書
等
の
内
容
を
勘
案
し
て
も
、
確
定
す
る
の
は

困
難
で
あ
る
。

　

冊
数
に
つ
い
て
は
、
総
研
本
の
原
題
簽
か
ら
、
巻
一
か
ら
三
を
上

冊
、
巻
四
か
ら
七
ま
で
を
下
冊
と
す
る
、
総
研
本
の
二
冊
本
が
元
来
の



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
二
七

形
式
で
あ
っ
て
、
一
冊
と
す
る
駒
大
本
は
後
代
の
合
冊
で
あ
る
と
み
て

よ
い
。
一
方
で
目
録
に
つ
い
て
は
、
上
冊
に
三
丁
全
て
を
一
括
し
て
掲

載
し
て
い
る
駒
大
本
が
本
来
の
形
式
で
あ
ろ
う
。
総
研
本
で
は
、
収
録

内
容
に
基
づ
く
便
宜
上
の
理
由
に
よ
っ
て
か
、
目
録
の
三
丁
目
を
下
冊

に
配
し
て
い
る
。

　

総
研
本
の
最
大
の
特
色
は
、
刊
記
と
版
元
で
あ
る
。
駒
大
本
の
刊
記

は
、
下
冊
二
一
オ
の
左
下
に
「
万
治
二
己
亥
孟
春
、
寺
町
誓
願
寺
前
、

西
村
又
左
衛
門
板
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
総
研
本
の
刊
記
は
「
万
治
二

己
亥
孟
春
、
吉
文
字
屋
市
良
兵
衛
開
板
」
と
あ
る
。
総
研
本
は
、
刊
記

の
前
後
の
匡
郭
に
ず
れ
が
あ
る
た
め
、
そ
の
部
分
を
入
れ
木
で
差
し
替

え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
本
書
は
、
あ
る
時
期
に
西
村
又
左
衛
門

か
ら
吉
文
字
屋
市
良
兵
衛
に
版
木
が
移
さ
れ
て
か
ら
刊
行
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
刊
記
の
年
に
印
刷
さ
れ
た
本
で
は
な
い
。
な
お
本
文
に
つ
い

て
は
、
総
研
本
と
駒
大
本
で
は
相
違
点
は
な
い
た
め
、
修
正
箇
所
は
刊

記
部
分
の
み
と
見
て
よ
い
。

　

版
元
の
吉
文
字
屋
市
良
兵
衛
に
つ
い
て
、
そ
の
刊
記
を
有
す
る
他
本

は
、
源
信
（
九
四
二
～
一
〇
一
三
）『
自
行
念
仏
問
答
』
の
寛
文
一
三
年

（
一
六
七
三
、
九
月
二
一
日
に
延
宝
に
改
元
）
刊
本
の
「
寛
文
十
三
歳
九
月
吉

日　

吉
文
字
屋
市
良
兵
衛
板
行
」
が
現
存
で
は
唯
一
と
思
わ
れ
る
。
こ

れ
も
、
寛
文
九
年
、
東
六
条
平
井
氏
刊
本
と
同
一
版
木
で
、
後
に
版
権

を
譲
渡
さ
れ
た
本
と
見
ら
れ
て
い
る
（
西
村
冏
紹 

「『
自
行
念
仏
問
答
』
の
成

立
と
思
想
史
的
意
義
」、『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
四
七
巻
第
一
号
、
一
九
九
八

年
、
一
九
七
頁
）。
そ
の
他
、
市
古
夏
生
編
『
元
禄
・
正
徳
板
元
別
出
版

書
総
覧
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
四
年
）
に
お
け
る
「
136
吉
字
じ
市
（
吉
字
じ

一
）」
の
中
に
『
自
行
念
仏
問
答
』
と
共
に
『
初
心
か
な
づ
か
ひ
（
初
心

仮
名
遣
）』
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
総
研
本
を
含
め
た
こ
れ
ら
三
書
が
吉

文
字
屋
市
良
兵
衛
名
義
で
の
出
版
書
で
あ
ろ
う
。
な
お
『
初
心
か
な
づ

か
ひ
』
は
、
元
々
は
「
340
風
月
市
兵
衛
（
山
岡
市
兵
衛
）」
が
元
禄
四
年

（
一
六
九
一
）
に
出
版
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
（
同
前
四
七
五
頁
）。

　
『
元
禄
・
正
徳
板
元
別
出
版
書
総
覧
』
で
「
無
縁
双
紙
」
を
探
す
と
、

「
293
野
田
庄
右
」
の
【
仏
】
の
「
七
八　

無
縁
双
紙
（
五
冊
、
元
禄
９
①

～
宝
永
６
②
四
匁
三
分
、
→
■
）」（
四
〇
七
頁
）
が
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。

総
研
本
の
上
・
下
冊
共
、
最
終
丁
に
「
共
五
巻
」
と
墨
書
が
あ
り
、
ま

た
寛
文
十
年
刊
『
増
補
書
籍
目
録
』
に
も
「〈
五
冊
〉
無
縁
双
紙
〈
疏

　

念
誦　

回
向
〉」（
慶
応
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
編
『
江
戸
時
代
書

林
出
版
書
籍
目
録
集
成
』
一
、
井
上
書
房 

、
一
九
六
二
年
、
六
八
頁
、
版
本
上
冊

五
四
丁
表
）
と
あ
る
た
め
、
上
下
二
冊
、
本
文
七
巻
で
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
五
巻
本
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
理
由
は
今
後

の
課
題
と
し
た
い
。
そ
し
て
『
増
益
書
籍
目
録
大
全
』
の
正
徳
五
年

（
一
七
一
五
）
修
訂
本
で
は
、
版
元
が
未
刻
に
な
っ
て
い
る
（
慶
応
義
塾
大

学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
編
『
江
戸
時
代
書
林
出
版
書
籍
目
録
集
成
』
三
、
井
上
書

房 

、
一
九
六
三
年
、
三
八
頁
、
版
本
三
冊
二
二
丁
表
）。

　

以
上
の
検
討
か
ら
、
吉
文
字
屋
市
良
兵
衛
の
刊
行
書
は
、
別
の
書
肆

か
ら
版
木
が
移
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
逆
に
『
元



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
二
八

禄
・
正
徳
板
元
別
出
版
書
総
覧
』
に
よ
る
限
り
、
野
田
庄
右
衛
門
名
義

で
刊
行
し
て
い
る
本
の
内
、
版
木
が
移
さ
れ
た
本
は
、【
仮
】
の
「
56
碁

教
新
版
（
中
略
）
←
野
田
弥
」
の
一
点
し
か
な
い
。
よ
っ
て
仮
説
と
し

て
、
吉
文
字
屋
市
良
兵
衛
は
野
田
庄
右
衛
門
の
別
名
義
の
一
つ
で
、
別

所
か
ら
版
木
を
移
し
て
き
た
書
を
刊
行
す
る
際
に
用
い
た
の
で
は
な
い

か
と
推
定
し
て
お
き
た
い
。

　

西
村
又
左
衛
門
の
活
動
時
期
は
、
出
版
状
況
か
ら
見
る
と
、
整
版
に

よ
る
近
世
商
業
出
版
が
本
格
化
し
た
寛
永
年
間
（
一
六
二
四
～
一
六
四
四
）

頃
に
始
ま
り
、
延
宝
元
年
刊
『
道
元
和
尚
行
録
』
が
現
存
最
後
の
刊
行

書
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
井
上
隆
明
『
改
訂
増
補
近
世
書
林
板
元
總
覧
』、
青
裳
堂

書
店
、
一
九
九
八
年
、
五
四
八
頁
、『
日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典
』、
岩
波
書
店
、
一

九
九
九
年
、
四
四
三
頁
）。
そ
の
後
、
先
の
『
元
禄
・
正
徳
板
元
別
出
版
書

総
覧
』
に
よ
れ
ば
、
野
田
庄
右
衛
門
に
版
木
が
移
っ
て
か
ら
は
、
少
な

く
と
も
宝
永
年
間
（
一
七
〇
四
～
一
七
一
一
）
頃
ま
で
の
か
な
り
長
期
間
刊

行
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
総
研
本
の
刷
り
の
状
態
は
、
駒
大
本
と
比

較
し
て
も
遜
色
な
く
良
好
な
た
め
、
実
際
の
印
刷
時
期
は
、
最
上
限
と

し
て
は
寛
文
本
の
刊
行
以
降
、
よ
り
確
実
性
を
求
め
る
な
ら
ば
、
西
村

又
左
衛
門
が
活
動
を
停
止
し
た
と
見
ら
れ
る
延
宝
年
間
か
ら
、
改
元
後

の
貞
享
年
間
頃
と
推
定
し
た
。

（
三
）
万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』
の
人
権
上
の
問
題
点

　

本
書
を
利
用
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
人
権
問
題
に
十
分
配
慮
す
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
最
後
に
、
万
治
本
に
見
え
る
重
大
な
人
権
上
の
問
題

を
有
す
る
記
載
に
つ
い
て
指
摘
し
、
注
意
喚
起
を
行
い
た
い
。
巻
六
の

「
十
九　

位
牌
上
書
次
第
」・「
二
十　

霊
位
書
之
次
第
」（
下
冊
一
一
丁

裏
）
に
は
、
戒
名
に
付
す
位
階
が
例
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
判
断
基

準
に
没
故
者
の
生
前
の
身
分
を
用
い
て
い
る
。
特
に
「
二
十　

霊
位
書

之
次
第
」
の
「
文
霊
〈
無
名
者
〉
卜
霊
〈
畜
生
〉」
の
記
載
は
、
当
該

人
物
が
被
差
別
民
で
あ
る
こ
と
を
特
定
す
る
た
め
に
付
さ
れ
る
位
階
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
位
階
を
付
す
行
為
は
、
当
該
人
物

の
尊
厳
を
傷
付
け
た
り
、
差
別
の
再
生
産
に
繋
が
っ
た
り
す
る
た
め
、

決
し
て
許
容
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
問
題
を
有
す
る
記
載
で

は
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
過
去
の
行
い
を
理
解
・
反
省
の
上
、
未
来
に

お
い
て
社
会
的
責
任
を
果
た
し
て
い
く
た
め
の
材
料
と
す
る
た
め
、
当

該
箇
所
を
削
除
せ
ず
、
敢
え
て
そ
の
ま
ま
掲
載
し
た
。
そ
の
点
を
十
分

留
意
の
上
、
参
照
・
活
用
頂
き
た
い
。
差
別
戒
名
に
関
す
る
参
考
文
献

と
し
て
、
曹
洞
宗
人
権
擁
護
推
進
本
部
編
著
『『
禅
門
小
僧
訓
』
を
読

む
』（
曹
洞
宗
宗
務
庁
、
一
九
八
八
年
）、
牧
英
正
『
差
別
戒
名
の
系
譜
―
偽

書
『
貞
観
政
要
格
式
目
』
の
研
究
―
』（
阿
吽
社 

、
二
〇
一
四
年
）
等
が

あ
る
。
利
用
の
際
に
は
、
こ
れ
ら
の
参
考
文
献
も
合
わ
せ
参
照
さ
れ
た

い
。



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
二
九

【無縁双紙（上）】
表紙



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
三
〇

【無縁双紙（上）】
目録一 オ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
三
一

【無縁双紙（上）】
目録一 ウ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
三
二

【無縁双紙（上）】
目録二 オ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
三
三

【無縁双紙（上）】
目録二 ウ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
三
四

【無縁双紙（上）】
一 オ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
三
五

【無縁双紙（上）】
一 ウ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
三
六

【無縁双紙（上）】
二 オ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
三
七

【無縁双紙（上）】
二 ウ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
三
八

【無縁双紙（上）】
三 オ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
三
九

【無縁双紙（上）】
三 ウ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
四
〇

【無縁双紙（上）】
四 オ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
四
一

【無縁双紙（上）】
四 ウ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
四
二

【無縁双紙（上）】
五 オ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
四
三

【無縁双紙（上）】
五 ウ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
四
四

【無縁双紙（上）】
六 オ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
四
五

【無縁双紙（上）】
六 ウ

※一行目の墨で汚れている部分は「悉皆」。



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
四
六

【無縁双紙（上）】
七 オ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
四
七

【無縁双紙（上）】
七 ウ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
四
八

【無縁双紙（上）】
八 オ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
四
九

【無縁双紙（上）】
八 ウ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
五
〇

【無縁双紙（上）】
九 オ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
五
一

【無縁双紙（上）】
九 ウ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
五
二

【無縁双紙（上）】
一〇 オ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
五
三

【無縁双紙（上）】
一〇 ウ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
五
四

【無縁双紙（上）】
一一 オ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
五
五

【無縁双紙（上）】
一一 ウ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
五
六

【無縁双紙（上）】
一二 オ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
五
七

【無縁双紙（上）】
一二 ウ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
五
八

【無縁双紙（上）】
一三 オ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
五
九

【無縁双紙（上）】
一三 ウ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
六
〇

【無縁双紙（上）】
一四 オ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
六
一

【無縁双紙（上）】
一四 ウ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
六
二

【無縁双紙（上）】
一五 オ

※六行目の傍注は原刻。



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
六
三

【無縁双紙（上）】
一五 ウ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
六
四

【無縁双紙（上）】
一六 オ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
六
五

【無縁双紙（上）】
一六 ウ

※七行目の傍注は原刻。



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
六
六

【無縁双紙（上）】
一七 オ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
六
七

【無縁双紙（上）】
一七 ウ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
六
八

【無縁双紙（上）】
一八 オ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
六
九

【無縁双紙（上）】
一八 ウ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
七
〇

【無縁双紙（上）】
一九 オ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
七
一

【無縁双紙（上）】
一九 ウ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
七
二

【無縁双紙（上）】
二〇 オ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
七
三

【無縁双紙（上）】
二〇 ウ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
七
四

【無縁双紙（上）】
二一 オ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
七
五

【無縁双紙（上）】
二一 ウ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
七
六

【無縁双紙（上）】
二二 オ

※七行目の傍注は原刻。



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
七
七

【無縁双紙（上）】
二二 ウ

※三行目の傍注は原刻。



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
七
八

【無縁双紙（上）】
二三 オ

※三行目の墨で汚れている部分は「輪」。



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
七
九

【無縁双紙（上）】
裏表紙



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
八
〇

【無縁双紙（下）】
表紙



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
八
一

【無縁双紙（下）】
目録一 オ

※本来は（上）目録二 ウに続くもの。



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
八
二

【無縁双紙（下）】
目録一 ウ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
八
三

【無縁双紙（下）】
一 オ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
八
四

【無縁双紙（下）】
一 ウ

※十行目の印刷が薄い字は「薬師瑠璃光如」。



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
八
五

【無縁双紙（下）】
二 オ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
八
六

【無縁双紙（下）】
二 ウ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
八
七

【無縁双紙（下）】
三 オ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
八
八

【無縁双紙（下）】
三 ウ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
八
九

【無縁双紙（下）】
四 オ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
九
〇

【無縁双紙（下）】
四 ウ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
九
一

【無縁双紙（下）】
五 オ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
九
二

【無縁双紙（下）】
五 ウ

※四行目の墨で汚れている字は「願皆」。



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
九
三

【無縁双紙（下）】
六 オ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
九
四

【無縁双紙（下）】
六 ウ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
九
五

【無縁双紙（下）】
七 オ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
九
六

【無縁双紙（下）】
七 ウ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
九
七

【無縁双紙（下）】
八 オ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
九
八

【無縁双紙（下）】
八 ウ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

二
九
九

【無縁双紙（下）】
九 オ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

三
〇
〇

【無縁双紙（下）】
九 ウ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

三
〇
一

【無縁双紙（下）】
一〇 オ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

三
〇
二

【無縁双紙（下）】
一〇 ウ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

三
〇
三

【無縁双紙（下）】
一一 オ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

三
〇
四

【無縁双紙（下）】
一一 ウ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

三
〇
五

【無縁双紙（下）】
一二 オ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

三
〇
六

【無縁双紙（下）】
一二 ウ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

三
〇
七

【無縁双紙（下）】
一三 オ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

三
〇
八

【無縁双紙（下）】
一三 ウ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

三
〇
九

【無縁双紙（下）】
一四 オ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

三
一
〇

【無縁双紙（下）】
一四 ウ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

三
一
一

【無縁双紙（下）】
一五 オ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

三
一
二

【無縁双紙（下）】
一五 ウ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

三
一
三

【無縁双紙（下）】
一六 オ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

三
一
四

【無縁双紙（下）】
一六 ウ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

三
一
五

【無縁双紙（下）】
一七 オ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

三
一
六

【無縁双紙（下）】
一七 ウ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

三
一
七

【無縁双紙（下）】
一七 オ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

三
一
八

【無縁双紙（下）】
一八 ウ

※八行目最後の字は「督
カミ

」。



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

三
一
九

【無縁双紙（下）】
一九 オ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

三
二
〇

【無縁双紙（下）】
一九 ウ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

三
二
一

【無縁双紙（下）】
二〇 オ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

三
二
二

【無縁双紙（下）】
二〇 ウ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

三
二
三

【無縁双紙（下）】
二一 オ



万
治
二
年
刊
『
無
縁
双
紙
』（
仏
事
に
関
す
る
研
究
会
）

三
二
四

【無縁双紙（下）】
裏表紙
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